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本稿では「東方交易歳入モデル」を説明する。これはローマ経済を史料に基
づいて理解するための枠組みであり、『ローマと遠く離れた東方 Rome and the 
Distant East』（2010）で示し、『ローマ帝国とインド洋 The Roman Empire and the 

















1 	「東方交易歳入モデル」の概観については、McLaughlin （2014）の 1〜 3章と補遺を
参照。
2 	 東方交易の重要性を低く評価してきた研究者については、McLaughlin （forthcoming） 
‘Reconstructing the Roman Economy: The Views of Scholars on Eastern Trade and the Impact 
of Eastern Commercial Revenue Model’参照。 1
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ステルティウスだった。『ローマ帝国とインド洋 The Roman Empire and the Indian 












19	 McLaughlin （2014）: 13–14.
20	 Strab. 3.2.10. Hong et al. （1994）: 1841–1843のグラフを参照せよ。
21	 Plin. HN 33.21.
22	 McLaughlin （2014）: ‘Ancient Figures and Modern Estimates’.
23	 5500人が 1軍団の兵士の定員である；Campbell （1984）: 162–163。給料の控除と定員
に満たない部隊については Campbell （1994）: 84。




























支持される 30。紀元前 1世紀中頃の共和政ローマの総歳入は 1年あたり 3億4000
万セステルティウスだった。プルタルコスは以下のように報告している。「銘板
の宣するところによれば、国家の税収はそれまで5000万デナリウスだったが、
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となく示せることである。『ローマと遠く離れた東方 Rome and the Distant East』
（Bloomsbury, 2010）と Pen & Sword社から出版された一連の著作は学術的論争
を避け、古代史料に注目している。『ローマ帝国とインド洋 The Roman Empire 






済 The Cambridge companion to the Roman Economy』が出版された。そこには
「オックスフォードローマ経済プロジェクト the Oxford Roman Economy Project」
のリーダーであるアンドリュー・ウィルソン教授の寄稿も含まれており、「交易
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2017年、『ローマ世界における交易、商業、国家 Trade, Commerce, and the State 
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Rome and the Distant East: Trade Routes to the Ancient Lands of Arabia, India and 
China （2010）は、アラビア語とポルトガル語に翻訳されている。より一般向け
に書かれた The Roman Empire and the Indian Ocean: The Ancient World Economy & 
the Kingdoms of Africa, Arabia & India （2014）はイタリア語に、内陸交易を扱っ
たThe Roman Empire and the Silk Routes: The Ancient World Economy and the Empires 
of Parthia, Central Asia and Han China （2016）は中国語に翻訳されている。
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